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災害対策・教育・子育て環境整備などに災害対策・教育・子育て環境整備などに災害対策・教育・子育て環境整備などに 平成27年度

予　算

一 般
会 計 64億3,000万円64億3,000万円64億3,000万円
前年比＋3億8,400万円
平成27年度の当初予算（一般会計、15特別会計、2企業会計）は
審議の結果、すべて原案の通り可決しました。

ふるるん君の家計簿
（年間64万3千円だとしたら？）

H27.3.31
住基人口　10,167人

貯　　　金
（予備費）（諸支出金）

２千円

親の仕送り
（依存財源）
53万円

奨学金などの返済
（公債費）
８万６千円

アルバイト収入
（自主財源）
11万３千円

光熱水道費
（消防費：４万３千円）
（衛生費：７万２千円）
（商工費：１万４千円）　　
（災害復旧費：１万円）

13万９千円

学　　　費
（民生費：18万４千円）
（教育費：５万４千円）

23万８千円

食　　　費
（議会費：８千円）
（総務費：８万円）
８万８千円

家　　　賃
（農林水産業費：３万６千円）
（土木費：５万４千円）

９万円

海部川風流マラソン
キャラクター
ふるるん

海

陽

町

当

初

予

算
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平
成
27
年
度　
一
般
会
計
当
初
予
算
の
構
成

平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、

64
億
３
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
３
億
８
４
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
よ
る
地
方
消
費
税
特
別
交
付
金
が
、

３
３
９
０
万
円
増
の
１
億
２
０
７
０
万
円
。

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
、
１
５
３
０
万

円
増
の
38
億
４
０
７
９
万
円
。
町
債

は
、
前
年
度
に
比
べ
て
災
害
復
旧
費
等

の
増
加
に
よ
り
、
７
６
４
０
万
円
多
い

４
億
４
２
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

繰
出
金
２
億
円
、
海
南
病
院
事
業
会
計
繰

出
金
２
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
。
災
害

復
旧
費
は
、
昨
年
８
月
の
台
風
災
害
に
よ

る
林
道
大
木
屋
小
石
川
線
、
浅
川
松
田
屋

敷
橋
掛
け
替
え
な
ど
に
１
億
３
５
３
万
円
、

土
木
費
は
、
昨
年
火
災
で
焼
失
し
ま
し
た
、

ま
ぜ
の
お
か
管
理
棟
整
備
事
業
、
神
野

橋
架
け
替
え
事
業
等
８
１
６
２
万
円
増
の

５
億
４
４
４
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　　入 歳　　出

依存財源
（82.38）

町税
（9.96）

分担金・負担金
（1.35）

財産収入
（0.69）
諸収入ほか
（4.82）

使用料・手数料
（0.80）

地方交付税
（59.73）
地方交付税
（59.73）

国庫支出金
（5.86）
国庫支出金
（5.86）

県支出金
（6.85）
県支出金
（6.85）

町債
（6.88）

町債
（6.88）

その他
 （3.06）

その他
 （3.06）

歳入総額
64億3,000万円

人件費
（14.06）

公債費
（13.43）

普通建設事業費
（5.86）

普通建設事業費
（5.86）

物件費
（20.55）

物件費
（20.55）

物件費
（18.05）

作業工程：
グラフデータの読込はいきているので、オブジェクト→グラフ→データで今年度数値を打ち込むと内容が変更になります。

補助費
（19.46）

その他
（19.14）

その他
（19.14）

歳出総額
64億3,000万円

自主財源
（17.62）
自主財源

（17.62） 扶助費
（7.50）

扶助費
（7.50）

商工費

1億3,984万円

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

3億5,715万円

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

7億2,044万円

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

18億3,589万円

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

8億120万円

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

7,836万円

議員の報酬など。
歳出総額

64億3,000万円

■■

予備費

1,207万円

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

急な災害復旧など。
諸支出金

460万円

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

8億6,353万円

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

1億354万円

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

5億3,925万円

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

4億2,965万円

消防・水防・防災
対策など。

土木費

5億4,448万円

道路・橋の建設、
維持管理など。

目的別歳出

（％） （％）
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６
９
９
１
万
円

地
方
創
生
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
海
陽
町
で
は
地
方

創
生
先
行
型
事
業
と
し
て
９
事
業
と
地
方
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
事
業
と
し
て
３
事
業
を
行
い
ま
す
。

地域経済振興支援事業　570万円
　4 月 20 日～ 8 月 31 日まで県下全域でプレミ
アム商品券を発行します。１人５万円まで購入
可。売り切れ次第終了。

海陽町子ども子育て支援
プレミアム商品券　550万円
　高校 3 年生までの子育て世帯を対象にプレミ
アム商品券を発行します。１人２万円まで購入
可。

海陽町ふるさと満喫事業　1846万円
　宿泊施設利用者や、海陽町ふるさと特産品の
販売促進対策としてのプレミアム商品券を発行
します。内容は未定。

「四国の右下」若者創生事業　100万円
　若者創生協議会を設置し、サテライトオフィスの誘致拡大と
移住・定住・起業支援を行います。

県南地域づくりキャンパス事業　40万円
　推進協議会を設置し、海陽町をフィールドとした大学の授業
や公開講座、共同研究などを行います。

「海陽町まち・ひと・しごと創生総合戦略」策定事業　750万円
　創生総合戦略の調査と計画策定を行います。

家具固定専門員派遣事業　400万円
　自主防災組織が中心となって取りまとめ、家具の固定を推進していきます。

移住定住起業支援事業　1200万円
　城山荘の改修費 700 万円、ほかサポート事業などを行います。

中・高校生向け ITプログラミングキャンプ　235万円
　海陽町の中・高校生を対象に IT を将来の仕事として考えてもらえるよう、キャンプ形
式にて講習会を実施します。

まちづくり人材育成事業　200万円
　外部の専門家を講師に招き、第三セクターの経営戦略を学びます。

海陽町ふるさと創生戦略補助金　500万円
　町内での商品開発、地域活性化イベント開催や起業など、町民が自ら考え、積極的に活
動する先進的な取り組みを応援します。上限は 1団体及び 1事業者当たり 100 万円。

みらいの担い手育成事業　600万円
　一次産業に携わる新規就労者を受け入れた雇用主に人件費を助成します。人件費の 1/2
以内で月 10 万円以内。

地
方
を
元
気
に
！

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
事
業

地方創生先行型事業地方創生先行型事業地方創生先行型事業

地域消費喚起・生活支援型事業地域消費喚起・生活支援型事業地域消費喚起・生活支援型事業

子
ど
も
あ
ゆ
み
事
業

　
　   
３
７
６
８
万
円

24
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
子
ど
も
あ
ゆ
み
事
業
、
10
億
円
の
基
金
を
積
み
、
深
刻
化
し
て
い
る
少
子
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者
な
ど
も
入
っ
た
審
議
委
員
会
を
つ
く
り
、
そ
こ
で
の

様
々
な
意
見
を
集
約
し
て
、
で
き
る
も
の
か
ら
事
業
化
し
て
い
き
ま
す
。

幼児を対象とした英語教育　223万円
　町内の幼保施設の3・4・5歳児を対象として
英語教育を実施しています。

小学生を対象とした英語教育　371万円
　小学生に対する英語教育の拡充のため、町内３
小学校へ英語教員を派遣しています。

防災教育　53万円
　小・中学生への防災教育を実施しています。

子どもあゆみ医療費助成　600万円
　中学生にも医療費の助成を行っています。

小・中学生への給食助成　1335万円
　地産地消の一環として、幼・小・中学校の給
食に地場の食材の使用回数を増やしています。
保護者の負担軽減に給食費の一部助成をしてい
ます。
　小学生：4700円（給食費）－ 700円（助成）＝4000円（自己負担）
　中学生：5000円（給食費）－1000円（助成）＝4000円（自己負担）
　第３子以降は、小中学校ともに給食費全額助成。
　地場食材使用補助　小・中学生：200円（助成）

出会いサポート事業　50万円
　若者の出会いの場を提供してくれる団体に対
して、１回につき10万円を上限として補助金を
交付します。

子ども預かり事業　150万円
　小１～小３を対象に長期休暇時の預かりをして
います。

体操服助成事業　73万円
　小・中学生対象に入学時体操服の助成をして
います。

多子世帯への負担を軽減します。
第３子以降の給食費（幼稚園）の無料化　35万円
　第３子以降の給食費全額助成し、保護者の負担額が軽減されます。
第３子以降の保育料(幼・保）の無料化　758万円
　第３子以降保育料が全額助成され、保護者の負担額が軽減されます。
第３子以降の中学３年生に対する卒業祝金　120万円
　第３子以降の中学生に卒業祝い金５万円。進学・就職等の準備等にかかる保護者の負担
が軽減されます。

未
来
へ
の
投
資
！

実施中の継続事業実施中の継続事業

今年からの新規事業今年からの新規事業

第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議
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６
９
９
１
万
円

地
方
創
生
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
海
陽
町
で
は
地
方

創
生
先
行
型
事
業
と
し
て
９
事
業
と
地
方
消
費
喚
起
・

生
活
支
援
型
事
業
と
し
て
３
事
業
を
行
い
ま
す
。
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　海陽町の中・高校生を対象に IT を将来の仕事として考えてもらえるよう、キャンプ形
式にて講習会を実施します。
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　外部の専門家を講師に招き、第三セクターの経営戦略を学びます。

海陽町ふるさと創生戦略補助金　500万円
　町内での商品開発、地域活性化イベント開催や起業など、町民が自ら考え、積極的に活
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　一次産業に携わる新規就労者を受け入れた雇用主に人件費を助成します。人件費の 1/2
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地
方
を
元
気
に
！

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
事
業

地方創生先行型事業地方創生先行型事業地方創生先行型事業
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第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議
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第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

教
育
委
員
会
の
改
革

親
子
の
き
ず
な
を
応
援
し
ま
す

宍喰地区

現地立会調査（海南地区）

被
災
後
の
迅
速
な
復
旧・復
興
に
不
可
欠

地
籍
調
査
事
業（
宍
喰
浦
地
区
）

 

１
３
０
０
万
円

平
成
27
年
４
月
か
ら

教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

●
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
す

●
主
な
改
正
点

　

・
教
育
長
と
教
育
委
員
長
を
一
本
化
し
た
新
し
い
「
教
育
長
」
の
設
置

　

・
総
合
教
育
会
議
の
設
置
を
義
務
付
け

　

・
教
育
に
関
す
る
「
大
綱
」
を
町
長
が
策
定

　

・
教
育
長
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
と
会
議
の
透
明
化

　

た
だ
し
、
現
在
の
教
育
長
の
任
期
は
、
平
成
30
年
６
月
19
日
ま
で

　
「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
を
通
し
て
、
楽
し
い
時
間
を
分
か
ち
合
お
う
」
と

１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
運
動
で
、
現
在
、
日
本
各
地
に
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、平
成
27
年
度
か
ら
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
始
め
ま
す
。

※
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
？

　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
の
成
長
に
ミ
ル
ク
が
必
要
な
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
言

葉
と
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
は
、
あ
た
た
か
な
ぬ
く
も
り
の
中
で
、
や
さ

し
く
語
り
か
け
て
あ
げ
る
時
間
が
大
切
で
す
。「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
か
け
が
え
の
な

い
時
間
を
過
ご
し
、
親
子
の
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と
を
応
援
し
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
復
旧
に
当

た
り
、
ま
ず
、
土
地
の
境
界
の
確
認
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
籍
調
査
を
行
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
境
界
の
復
旧
に
時
間
と
労
力
と

費
用
を
要
し
、
災
害
復
旧
が
遅
れ
る
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
、
津
波
浸
水
被
害

が
想
定
さ
れ
る
こ
の
地
区
に
お
い
て
、
地
籍
調

査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
た
だ
ち
に
復
元
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
迅
速
に
災
害
復
旧
に
着

手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

27
年
度
の
予
定

1
．
対
象
地
区

宍
喰
浦
字
宍
喰
、
松
原
、
三
反
田
、

山
後
、
中
角

２
．
作
業
内
容

地
籍
調
査
（【
現
地
立
会
調
査
】）

３
．
調
査
期
間

平
成
27
年
9
月
～
平
成
28
年
3
月

（
現
地
調
査
予
定
）

※
現
地
立
会
調
査
と
は
、
一
筆
毎
の
土
地
に
つ
い
て
、
土
地
所
有
者
の

皆
さ
ん
と
立
会
を
行
い
、
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、
境
界
を
確
認
し
、

境
界
標
を
設
置
す
る
調
査
で
す
。



7

海陽町議会だより　vol.36

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

ス
タ
ー
ト

第
１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議

消防車

塵芥車まぜのおか

防
災
機
能
強
化
・
環
境
保
全

ま
ぜ
の
お
か
に

防
火
水
槽

地
域
で
農
地
保
全

平
成
28
年
１
月
よ
り
、
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
交
付

さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
申
請
に
よ
り
、
無
料

で
交
付
さ
れ
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
の
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
し
た
り
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
公
的
な
証
明
書
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
10
月
か
ら
は
、
住
民
の
皆
様
へ
番
号
通
知

を
行
う
な
ど
、
そ
の
準
備
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、農
地
を
保
全
し
ま
す
（
地

域
ぐ
る
み
で
溝み
ぞ

普ぶ

請し
ん

・
農
道
や
あ
ぜ
の
草
刈
り
等
）。
今
年
度
は
、

神
野
、
角
坂
、
芥
附
、
吉
田
、
姫
能
山
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
、
火
災
の
消

火
活
動
能
力
を
増
強
す
る

た
め
消
防
車
２
台
（
配
備
先
：
宍

喰
第
１
分
団
及
び
宍
喰
第
５
分

団
）、
ま
た
、
地
域
の
ゴ
ミ
処
理
能

力
を
強
化
す
る
た
め
塵じ
ん

芥か
い

車
１
台

を
新
規
で
購
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
配

備
し
ま
す
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
『
ま
ぜ
の
お
か
』
周

辺
の
防
火
機
能
を
高
め
る
た
め
防
火
水

槽
を
新
設
し
ま
す
。

５
７
５
２
万
円

 
３
４
９
１
万
円

 

７
５
０
万
円

３
０
０
万
円
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国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

（
Ｈ
27
年
度
よ
り
）

ポンプの修理改修する浴槽

松本排水機場デイ・サービスセンターわしずみ荘

介
護
保
険
料
の
改
正

（
Ｈ
27
年
度
～
29
年
度
分
）

世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
た
め
、
Ｈ
30
年
よ

り
医
療
制
度
の
改
革
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
１
つ
の
国
民

健
康
保
険
は
、
医
療
を
必
要
と
さ
れ
が
ち
な
高
齢
者
の
加
入
が
（
60
歳
以

上
56
％
）
多
く
、
医
療
費
も
増
加
し
年
々
赤
字
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
市
町
村
ご
と
の
運
営
で
は
、
財
政
面
で
不
安
定
と
な
る
た
め
公

費
負
担
を
拡
充
し
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
行
っ
た
上
で
、
Ｈ
30
年
よ
り
財

政
運
営
を
町
か
ら
県
に
移
し
、
国
保
制
度
の
安
定
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

海
陽
町
で
は
２
億
円
を
基
金
に
投
入
し
て
赤
字
を
解
消
し
、
国
保
税
を

５
％
程
度
の
負
担
増
に
お
さ
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
所
得
に
よ
り
現
在
の
６
段
階
を
９
段
階
に
分
け
、

基
準
額
は
月
額
１
０
０
円
の
増
加
と
な
り
ま
す
。
第
１
、
第
２
段

階
の
所
得
者
に
は
負
担
を
少
な
く
す
る
改
正
で
す
。

宍
喰
松
本
排
水
機
場
改
修

平
成
25
年
度
よ
り

継
続
事
業
で
、

排
水
機
場
の
長
寿
命
化

の
た
め
の
工
事
で
す
。

 
３
０
５
０
万
円

宍
喰
わ
し
ず
み
荘

浴
槽
改
修
工
事

老
朽
化
に
よ
り
、

浴
槽
を
改
修
し

ま
す
。  

４
８
０
万
円 第

１
回
定
例
会　

議
案
の
審
議
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９
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

20
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

26
日　

議
会
全
員
協
議
会

２
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

３
日　

市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
徳
島
市
）

17
日　

那
賀
・
海
部
議
長
会
、
海
部
郡
議
長
会
定
例
総
会

（
美
波
町
）

20
日　

議
会
全
員
協
議
会

20
日　

第
１
回
臨
時
会

27
日　

第
66
回
徳
島
県
町
村
議
長
会
総
会
・「
自
治
功
労
・

町
村
議
会
表
彰
」（
徳
島
市
）

28
日   

大
山
道
路
の
開
通
式
（
高
知
県
安
芸
市
）

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

２
日　

議
会
全
員
協
議
会

９
日　

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

10
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

11
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

12
日　

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

20
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

30
日　

議
会
全
員
協
議
会

30
日　

第
２
回
臨
時
会

議
会
の
う
ご
き
１
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で

１　
月

２　
月

３　
月

島
﨑
　
勝
弘
　
議
員

27
年
以
上
在
籍

髙
畠
　
武
夫
　
議
員

15
年
以
上
在
籍

白
濵
　
輝
二
　
議
員

25
年
以
上
在
籍

池
下
　
嘉
郎
　
議
員

11
年
以
上
在
籍

祝

歳　出 ３月補正 補正後 構成比率
議 会 費 0 7,812万1千円 1.0
総 務 費 6,145万9千円 9億192万3千円 11.5
民 生 費 △4,263万3千円 17億8,865万3千円 22.9
衛 生 費 5,373万3千円 7億6,152万3千円 9.7
農 林 水 産 業 費 2,830万8千円 6億3,144万5千円 8.1
商 工 費 55万5千円 1億3,844万8千円 1.8
土 木 費 △2,266万7千円 7億3,332万9千円 9.4
消 防 費 △2,269万8千円 4億3,445万7千円 5.5
教 育 費 △159万円 7億9,942万3千円 10.2
災 害 復 旧 費 △7,781万5千円 4億480万7千円 5.2
公 債 費 △650万円 11億2,303万2千円 14.4
諸 支 出 金 75万円 519万5千円 0.1
予 備 費 0 1,287万9千円 0.2
合 計 △2,909万8千円 78億1,323万5千円 100.0

歳　入 ３月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億4,102万6千円 8.2
地 方 譲 与 税 △200万円 6,000万円 0.8
利 子 割 交 付 金 0 160万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 340万円 0.1
株式等譲渡所得割交付金 0 250万円 0.0
地方消費税交付金 0 8,680万円 1.1
自動車取得税交付金 0 530万円 0.1
地方特例交付金 0 130万円 0.0
地 方 交 付 税 387万3千円 42億5,756万1千円 54.5
交通安全対策特別交付金 0 130万円 0.0
分 担 金 · 負 担金 △2,011万9千円 8,123万4千円 1.0
使 用 料 · 手 数料 0 7,318万3千円 0.9
国 庫 支 出 金 2,728万円 6億1,905万3千円 7.9
県 支 出 金 △654万円 6億5,920万円 8.4
財 産 収 入 0 4,867万4千円 0.6
寄 附 金 183万円 393万円 0.1
繰 入 金 5,135万円 1億2,891万8千円 1.7
繰 越 金 336万5千円 1億9,705万9千円 2.5
諸 収 入 △383万7千円 1億6,299万7千円 2.1
町 債 △8,430万円 7億7,820万円 10.0
合 計 △2,909万8千円 78億1,323万5千円 100.0

３月補正予算後の
歳入歳出予算

　

任
期
満
了
に
と
も
な
い
ラ

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
裕ゆ
う

子こ

氏
を
教
育

委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
27
年
５
月
28
日
か
ら
平
成
31

年
５
月
27
日
ま
で
4
年
間
で
す
。

人
事
案
件
に
同
意

ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
裕ゆ

う

子こ 

氏

町村議会議員自治功労者表彰

議
会
の
う
ご
き
・
人
事
案
件
に
同
意
・
表
彰
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第
１
回
定
例
会

第
１
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
９
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
54
議
案
、

（
条
例
関
係
23
件
・
承
認
関
係
５
件
・
予
算
関
係
26
件
）議
員
発
議
２
議
案
が

提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
13
日
閉
会
し
た
。

　

平
成
27
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
２
月
20
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
議
案
が

提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
た
。

　

平
成
27
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
３
月
30
日
開
会
、
町
長
よ
り
次
の
議
案
が

提
出
さ
れ
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
同
日
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

■ 

議
案
の
審
議 

■

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
定
年
前
に
退
職
す
る
意
思
を
有
す
る
海
陽
町
職
員
の
募
集
及
び
認
定
に
関
す
る
条
例

・
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要
な
事
項
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

・
教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

・
教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

・
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
町
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
社
会
教
育
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
阿
波
海
南
文
化
村
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
保
育
所
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
町
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
保
育
所
に
お
け
る
保
育
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

・
発
議　

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
発
議　

議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

・
町
営
バ
ス
運
行
事
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

      

宍
喰
診
療
所
ま
で
路
線
延
長

・
ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

      

仮
設
住
宅
型
コ
テ
ー
ジ
の
料
金
設
定
等

・
平
成
26
年
度
宍
喰
町
民
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

変
更
前 

１
億
６
５
２
４
万
円　

変
更
後 

１
億
７
６
６
５
万
円

・
平
成
26
年
度
（
Ｈ
25
繰
）
津
波
避
難
タ
ワ
ー
新
築
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

工
期　

変
更
前　

平
成
27
年
３
月
31
日　
　

変
更
後　

平
成
27
年
７
月
31
日

・
平
成
26
年
度
宍
喰
町
民
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
修
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

工
期　

変
更
前　

平
成
27
年
３
月
31
日　
　

変
更
後　

平
成
27
年
４
月
30
日

・
平
成
26
年
度
町
道
海
南
柿
谷
線
神
野
橋
・
道
路
改
良
工
事
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
　

工
期　

変
更
前　

平
成
27
年
３
月
31
日　
　

変
更
後　

平
成
27
年
７
月
31
日

・
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
町
役
場
宍
喰
庁
舎
を
宍
喰
町
民
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
す
る
た
め
の
変
更

承
認
関
係

・
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　
　

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
荘
、わ
し
ず
み
荘

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　
　

町
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　
　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称

　
　
　
　

宍
喰
保
育
所

　
　

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
団
体

　
　
　
　

町
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

指
定
の
期
間

　
　
　
　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　

住
所　

海
陽
町
大
里

　
　

氏
名　

ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ　

裕
子

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

住
所 

海
陽
町
浅
川　
　

住
所 

海
陽
町
芝　
　
　

住
所 

海
陽
町
久
保

　
　

氏
名 

原　

敏
邦　
　
　

氏
名 

惣
田　

清
弘　
　

氏
名 

長
尾　

桂
一
郎

　

予
算
関
係

（
補
正
予
算
）

・
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）	

２
９
０
９
万
円
⇨

・
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）	

１
８
６
１
万
円
⇨

・
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）	

１
０
４
９
万
円
⇨

・
平
成
26
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）	

５
５
５
万
円
⬅

・
平
成
26
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）	

３
７
３
０
万
円

	

繰
越
明
許　

	

・
平
成
26
年
度
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）	

２
５
０
０
万
円
⇨

・
平
成
26
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）	

２
５
０
万
円
⇨

（
当
初
予
算
）

・
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算	

64
億
３
０
０
０
万
円

・
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算	

19
億
４
６
５
２
万
円

・
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
施
設
勘
定（
宍
喰
診
療
所
）	
１
億
４
０
６
２
万
円

・
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算	
１
億
７
５
７
７
万
円

・
平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算	
14
億
４
２
１
１
万
円

・
平
成
27
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	
６
４
１
１
万
円

・
平
成
27
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
億
４
１
０
２
万
円

・
平
成
27
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
億
８
１
３
１
万
円

・
平
成
27
年
度
神
野
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
０
０
９
万
円

・
平
成
27
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

２
３
７
４
万
円

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

・
平
成
27
年
度
日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
０
０
５
万
円

・
平
成
27
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
４
９
６
万
円

・
平
成
27
年
度
川
西
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

１
２
６
７
万
円

・
平
成
27
年
度
海
部
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

６
３
５
７
万
円

・
平
成
27
年
度
中
里
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

４
０
２
万
円

・
平
成
27
年
度
川
上
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算	

３
４
３
１
万
円

・
平
成
27
年
度
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
予
算	

９
１
４
８
万
円

・
平
成
27
年
度
上
水
道
事
業
会
計
予
算 

　
　

・
事
業
収
益　
　
　

１
億
３
７
４
０
万
円　
　

・
資
本
的
収
入　

50
万
円

　
　

・
事
業
費
用　
　
　

１
億
２
８
０
０
万
円　
　

・
資
本
的
支
出　

６
７
４
５
万
円

　
（
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
６
６
９
５
万
円
は
、当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
２
８
０
万
円
、過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
６
４
１
５
万
円
で
補
て
ん
す
る
も
の
と
す
る
。）

・
平
成
27
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
予
算                　

　
　

・
病
院
事
業
収
益　

６
億
１
３
４
５
万
円　
　

・
資
本
的
収
入　

８
８
２
３
万
円

　
　

・
病
院
事
業
費
用　

６
億
１
３
４
５
万
円　
　

・
資
本
的
支
出　

８
８
２
３
万
円

第
１
回
定
例
会
・
第
１·

２
回
臨
時
会
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施

政

方

針

第７回海部川風流マラソン

成
果
が
変
わ
れ
ば

　
　
　

町
は
変
わ
る

耳
を
傾
け
な
が
ら
町
政
運
営

に
あ
た
っ
て
き
た
。
こ
の
厳

し
い
少
子
高
齢
化
の
中
で
、

い
か
に
す
べ
き
か
思
い
を
馳

せ
、
悩
み
続
け
て
い
る
。

　

海
陽
町
み
ら
い
会
議
は
、

４
月
中
の
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
が
、
従
来

型
の
、
行
政
側
か
ら
会
議
を

開
催
す
る
方
法
と
は
異
な

　

町
長
就
任
以
来
、
約
10
カ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
と
に
か
く
前
だ
け
を
向

い
て
進
ん
で
き
た
。
平
成
26

年
度
は
台
風
に
よ
る
災
害
や

火
災
等
で
大
変
な
一
年
に

な
っ
た
。
日
々
厳
し
い
試
練

と
試
行
錯
誤
の
中
で
、
町
民

と
協
働
、
ま
た
町
民
参
加
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
姿

勢
に
、
町
民
の
声
に
真
摯
に

り
、
あ
く
ま
で
も
自
主
的
・

自
発
的
な
住
民
参
加
型
に
よ

る
会
議
を
基
本
と
し
て
い
る
。

海
部
高
校
生
部
会
も
１
回
開

催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は

７
回
の
会
合
を
し
て
各
部
会

の
取
り
組
み
や
運
営
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
の
地
方
創
生

元
年
で
あ
る
。
山
口
俊
一
国

務
大
臣
も
、「
国
の
財
政
状

況
を
考
え
れ
ば
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
焦
り
は
禁
物

で
あ
る
が
危
機
感
を
持
っ
て

望
ん
で
欲
し
い
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。「
戦
略
に
攻
め
の

姿
勢
が
な
け
れ
ば
人
口
は
増

え
な
い
し
、
に
ぎ
わ
い
も
取

り
戻
せ
な
い
」
と
言
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
急
速
に
進
む

少
子
高
齢
化
と
社
会
動
態
に

よ
る
人
口
減
少
社
会
の
中

で
、
い
か
に
こ
の
海
陽
町
を

元
気
で
活
力
の
あ
る
町
に
す

る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
。
町
の
一
番
の
問
題
点
は

人
口
減
少
で
あ
る
。
町
全
体

が
い
か
に
危
機
感
を
持
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

か
。
生
産
人
口
の
少
な
い
と

こ
ろ
に
企
業
の
立
地
も
難
し

い
。
企
業
立
地
が
な
く
て
も

人
口
を
増
や
す
方
法
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
死
亡
者
が
出
生
者
数
を

上
回
っ
て
い
る
状
況
を
大
き

く
変
え
る
こ
と
は
困
難
で
は

あ
る
が
、
転
入
転
出
の
増
減

は
努
力
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

変
え
ら
れ
る
。
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
中
心
と
す
る
企

業
誘
致
や
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ

タ
ー
ン
、
移
住
定
住
人
口
を

増
や
す
こ
と
は
、
我
々
の
努

力
次
第
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は

時
間
が
か
か
る
。
し
か
し
、

小
さ
な
行
動
か
ら
変
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
学
習
す
れ

ば
考
え
方
が
変
わ
る
。
考
え

方
が
変
わ
れ
ば
対
話
が
変
わ

る
。
対
話
が
変
わ
れ
ば
行
動

が
変
わ
る
。
行
動
が
変
わ
れ

ば
成
果
が
変
わ
る
。
成
果
が

変
わ
れ
ば
町
が
変
わ
る
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
第4

三
子
以
降

4

4

4

4

の
保
育
所
・
幼
稚

園
の
保
育
料
を
無
料
と
す

る
。
同
じ
く
第
三
子
以
降

4

4

4

4

4

の

中
学
卒
業
生
徒
に
は
５
万
円

の
祝
い
金
を
交
付
す
る
。

　

地
方
創
生
に
関
し
、
市
町

村
も
任
意
で
総
合
戦
略
を
つ

く
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

結
婚
や
出
産
に
希
望
が
持
て

る
よ
う
な
、
地
方
の
環
境
整

備
を
掲
げ
る
総
合
戦
略
を
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
策
定

し
た
い
。
こ
の
総
合
戦
略
が

町
の
生
死
を
左

右
す
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は

な
い
。

　

そ
の
総
合
戦

略
に
向
け
て
の

担
当
職
員
を
、

４
月
か
ら
３
ヶ

月
間
、
島
根
県

立
中
山
間
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー

へ
派
遣
す
る
。

　

４
月
１
日
を

も
っ
て
機
構
改

革
を
行
う
。
保

健
福
祉
課
を
福

祉
と
保
健
部
門

に
分
割
し
、
住

民
人
権
環
境
課

の
環
境
と
保
健

部
門
を
統
括
し
て『
福
祉
課
』

と
『
保
健
環
境
課
』
と
す
る
。

懸
案
と
な
っ
て
い
る
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
に
向
け
た
取
組

を
強
化
す
る
た
め
、『
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
』
を
新
た

に
設
置
。
積
極
的
な
取
り
組

み
を
推
進
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
包
括
的
な
取
り
組
み

と
連
携
を
推
進
し
、
少
子
高

齢
化
社
会
を
見
据
え
て
保
健

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
も
検
討

し
た
い
。

　

名
称
変
更
で
は
、
企
画
課

を
『
ま
ち
・
み
ら
い
課
』
に
、

防
災
課
を
『
危
機
管
理
課
』

に
変
更
す
る
。

新しい課が設置された海南庁舎

町
長
　
前
田
　
惠

地元選手で初めて3位（2時間38分24秒）入賞の
祖川昌也さん
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を
行
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
、
各
団
体
や
個
人
活
動
家

の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

相
談
な
ど
に
対
応
し
て
い

る
。 

　
　

個
別
に
ば
ら
ば
ら
に

活
動
し
て
い
る
人
た
ち
を
、

も
っ
と
支
援
す
る
「
場
」
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
、
今

後
ど
う
い
う
後
押
し
が
で
き

る
。

　
　
企
画
課
長 

　

各
種
団
体
の
、
活
動
調
整

や
情
報
交
換
な
ど
を
行
え
る

場
な
ど
、
自
主
的
活
動
を
支

援
し
て
い
く
仕
組
み
は
、
重

要
だ
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
か
、
活
動
団
体
等
の
意

見
も
含
め
て
検
討
を
行
っ
て

い
く
。 

　
　
町
民
の
活
動
を
支
援
す

る
場
を
検
討
す
る
と
い
う
な

か
で
、
海
陽
町
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
施
設
が

あ
れ
ば
い
い
と
考
る
が
ど
う

か
。 

　
　
前
田
町
長 

　

セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
か
ら
み
ら
い

会
議
の
中
で
、
提
案
が
あ
れ

ば
考
え
て
い
き
た
い 

。
私

の
基
本
姿
勢
は
町
民
参
加
型

の
協
働
の
町
政
で
あ
る
。

　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

や
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
等

で
は
、
海
陽
町
に
都
会
か
ら

人
が
来
て
く
れ
る
魅
力
と
し

て
何
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長 

　

海
陽
町
に
は
海
、
川
、
山

と
す
ば
ら
し
い
自
然
の
魅
力
が

あ
る
。
ま
た
、
海
陽
町
で
活

動
し
て
い
る
団
体
と
、
地
域
の

住
民
と
が
交
流
出
来
る
場
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

役
場
職
員
を
は
じ
め
、
先
導

と
な
る
地
域
の
人
材
育
成
や

移
住
・
定
住
の
推
進
に
向
け
て

地
域
の
住
民
の
受
け
入
れ
に

対
す
る
理
解
と
意
識
改
革
を

図
る
取
り
組
み
を
本
町
の
魅

力
と
し
て
発
信
し
て
い
く 

。

　
　

こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
目

標
な
ど
検
証
も
含
め
た
計
画

は
あ
る
の
か
。

た
。
私
は
、
海
陽
町
の
取
り

組
み
を
国
が
後
押
し
す
る
法

案
だ
と
捉
え
て
い
る
。
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
関

し
て
、
海
陽
町
は
神
山
に
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置

し
、
ど
う
い
う
こ
と
が
学
べ

て
い
る
の
か
。

　
　
横
産
業
観
光
課
長 

　

30
年
以
上
か
か
っ
て
今
の

神
山
町
に
な
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
神
山
町
で
は
補

助
金
に
つ
ら
れ
て
く
る
企
業

は
少
な
く
、
人
に
付
い
て
起

業
す
る
人
や
会
社
が
多
い
。

す
ぐ
に
結
果
が
出
な
く
て
も

や
り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
役
場
主
導
の
取
り
組

み
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
地

域
が
積
極
的
に
発
言
し
て
も

ら
い
、そ
れ
ら
を
先
導
す
る
人
、

地
域
の
代
表
者
、
役
場
職
員
、

専
門
家
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
等
も
必
要
で
あ
る
。 

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
学

べ
、
こ
の
課
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
現
在
も
取
り
組
ん

で
い
る
、
今
後
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
昨
年
11
月
に
地
方
創
生

関
連
２
法
案
が
成
立
さ
れ

サテライトオフィス事業の見通しは？

〈産業観光課長〉 
まず一社を誘致することが大切

長
尾
　
正
大
　
議
員

神山町に開設した海陽町のサテライトオフィス

答

答

答

問

問問

問問

一

般

質

問

〈町長〉 みらい会議の中で、
提案があれば考えていきたい

海陽町民活動支援
センターの設置は？

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
と
町
民

活
動
に
つ
い
て
現

在
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
積
極
的
に

町
民
活
動
し
て
い
る

団
体
、組
織
な
ど
を
、

町
で
は
ど
の
程
度
把

握
し
て
い
る
の
か
。 

　
　
戎
谷
企
画
課
長 

　

婦
人
会
活
動
、
町

内
会
活
動
、
自
主
防

災
活
動
、
福
祉
関
係

で
の
サ
ー
ク
ル
活

動
・
環
境
保
全
活
動
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動

な
ど
、
各
種
団
体
で

の
活
動
組
織
、
ま
た

個
人
活
動
家
な
ど
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。 

　

公
益
性
の
高
い
分
野
で

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
に
つ
い
て
の
把
握
は
可

能
だ
が
、
小
さ
な
グ
ル
ー

プ
で
自
主
的
に
活
動
を

行
っ
て
る
組
織
ま
で
の
把

握
は
難
し
い
。 

　
　
今
現
在
、
町
が
把
握

で
き
て
い
る
団
体
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

で
き
て
い
る
の
か
。 

　
　
企
画
課
長 

　

地
域
課
題
や
社
会
的

課
題
に
対
す
る
活
動
な

ど
、
公
益
性
の
高
い
活
動

　
　
産
業
観
光
課
長 

　

ま
ず
一
社
を
誘
致
す
る

こ
と
が
大
切
。
地
域
住
民

と
今
後
交
流
で
き
て
地
域

に
溶
け
込
む
よ
う
な
企

業
、
人
を
誘
致
す
る
こ
と

が
必
要
。 　

　

城
山
荘
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
を
短
期
の

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

交
流
施
設
と
し
て
活
用
の

た
め
、
改
修
等
を
計
画
し

て
い
る
。
一
年
ご
と
の
取

り
組
み
に
対
し
て
の
見
直

し
を
し
、
三
年
後
を
め
ど

に
大
き
な
計
画
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
。 

答

答

問

問

答答
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若
者
が
い
な
い
と
将
来

企
業
も
会
社
存
続
の
危
機
に

直
面
す
る
。
建
設
業
界
で
は

今
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
今
後
、
人
材
不
足
で
入

札
不
調
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
海
南
病
院
や
他
施
設
も

同
様
で
あ
る
。
賛
同
企
業
か

ら
も
寄
付
を
募
り
基
金
に

し
、
若
者
を
育
成
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。
自
然
美
と

人
情
豊
か
な
海
陽
町
へ
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
く
れ
る
よ
う
、

若
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

ほ
し
い
。

　
　
町
長

　

海
陽
町
で
必
要
と
し
て
い

る
一
次
産
業
の
後
継
者
、
医

師
、
看
護
師
な
ど
職
種
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
。
そ
う
い
う
部

門
の
特
化
し
た
奨
学
金
制
度

も
一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
の

で
、
よ
く
検
討
し
た
い
。

期日前投票所　海南庁舎

一

般

質

問
投票率低下を防ぐための
対応策を考えているのか

〈総務課長〉投票所内では対応している

海陽町奨学金制度の改革を

〈町長〉 
良い方向性をみつけたい

有
無
、
返
済
率
と
リ
タ
ー
ン

率
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
左
海
教
育
次
長

　

受
給
者
は
平
成
26
年
度
で

23
人
。
条
件
と
し
て
町
に
住

所
を
有
す
る
者
の
子
。学
業
・

人
物
が
優
秀
で
、
心
身
と
も

に
健
康
。
学
資
の
支
払
い
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。
以

上
の
条
件
を
満
た
す
者
の
中

か
ら
審
査
委
員
会
で
選
考
し

て
い
る
。
テ
ス
ト
は
特
に

行
っ
て
い
な
い
。
返
済
率
は

93
％
。
海
陽
町
に
な
っ
て
か

ら
の
貸
与
者
90
人
の
う
ち
、

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
て
い
る
の

は
10
人
。

　
　
若
者
を
Ｕ
タ
ー
ン
さ
せ

る
た
め
、
以
前
の
よ
う
に
町

内
に
居
住
、
公
務
員
や
就
職

等
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
と
奨

学
金
の
全
額
又
は
一
部
免
除

す
る
制
度
を
導
入
で
き
な
い

の
か
。

　
　
前
田
町
長

　

地
方
創
生
の
ソ
フ
ト
部
門

で
検
討
し
、
良
い
方
向
性
を

見
つ
け
た
い
。

　
　
25
年
後
、
町
が
消
滅
し

な
い
た
め
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
地
域
経
済
の
衰

退
等
、
早
急
な
対
策
を
と
る

必
要
が
あ
る
。
若
者
の
地
方

定
着
促
進
の
た
め
、
独
自
の

奨
学
金
制
度
の
改
革
を
し
て

は
ど
う
か
。
現
在
の
受
給
者

数
、
受
給
条
件
、
テ
ス
ト
の

　
　
平
成
28
年
１
月
に
施

行
予
定
だ
が
、
町
民
に
こ

の
制
度
が
ど
の
よ
う
な
行

政
手
続
き
に
利
用
さ
れ
る

の
か
。
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。
住
基
カ
ー
ド

や
健
康
保
険
証
は
い
ら
な

く
な
る
の
か
。
不
正
利
用

の
な
い
よ
う
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
は
大
丈
夫
か
。
カ
ー

ド
は
い
つ
届
く
の
か
。
そ

れ
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

　
　
戎
谷
企
画
課
長

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
平
成

27
年
10
月
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

交
付
。
28
年
１
月
か
ら
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
。

29
年
７
月
か
ら
情
報
を
連

携
し
開
始
す
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
国

の
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で

安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い

る
。

　
　
浦
川
総
務
課
長

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
行
政
手

続
き
が
正
確
で
早
く
な

る
。
面
倒
な
手
続
き
が
簡

単
に
な
る
。
社
会
保
障
や

税
の
給
付
と
負
担
の
公
平

化
が
図
ら
れ
る
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
制
度
に
対
す

る
国
民
の
不
安
感
が
あ

る
。
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な

ど
で
多
額
の
費
用
が
発
生

す
る
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
交

　
　
高
齢
化
が
進
み
、
交

通
の
不
便
な
地
域
の
住
民

や
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
住
民
に
も
平
等
に
選
挙

が
で
き
る
よ
う
支
援
す
べ

き
だ
。
投
票
日
に
バ
ス
の

運
行
、
希
望
者
に
車
の
手

配
、
期
日
前
移
動
バ
ス
の

運
行
等
、
何
か
良
い
方
法

な
い
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

障
が
い
者
の
方
へ
は
、

投
票
所
内
で
記
載
台
や
投

票
箱
を
移
動
さ
せ
る
な
ど

の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

バ
ス
等
の
移
動
支
援
は

選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る

が
、
一
部
の
有
権
者
の
投

票
支
援
に
つ
な
が
る
恐
れ

も
あ
る
の
で
慎
重
に
対
応

し
た
い
。

原
　
ひ
ろ
み
　
議
員

〈総務課長〉 様々な機会を
通じ取り組んでいく

マイナンバー制
の周知徹底を

問

問

問

問

問

問

答

答答

答 答

答

付
さ
れ
た
後
は
、
住
基
カ
ー

ド
は
廃
止
。
カ
ー
ド
に
登
載

さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
証

の
代
わ
り
に
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
費
用
対
効
果

を
勘
案
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　
住
民
に
対
し
、
27
年
度

中
に
広
報
だ
け
で
な
く
、
住

民
説
明
を
し
な
い
の
か
。

　
　
総
務
課
長

　

で
き
る
だ
け
早
く
住
民
の

皆
様
に
制
度
の
詳
細
な
情
報

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
様
々

な
機
会
を
通
じ
周
知
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

答

　
限
界
集
落
の
住
民
に
生
活

の
質
を
落
と
さ
ず
、
毎
日
楽

し
く
暮
ら
し
、
町
の
行
事
参

加
や
買
い
物
も
で
き
る
よ
う

援
助
を
希
望
す
る
。
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３
件
（
神

野
・
川
西
・

日
比
原
）、

漁
業
集
落

排
水
事
業

１
件
、
簡

易
水
道
事

業
４
件（
川

西
・
海
部
・

中
里
・
川

上
）。
簡
易

水
道
事
業

に
関
し
て

は
、
上
水

道
事
業
と

し
て
の
統

合
計
画
が
あ
り
、
企
業
会
計

を
す
る
た
め
の
資
産
調
査
の

委
託
料
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ

れ
て
い
る
。

　

鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別

会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予

算
を
９
１
４
８
万
円
と
す

る
。
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の
導
入
も
現
在

は
未
知
数
で
あ
り
、
基
金
も

29
年
度
に
は
底
を
つ
く
危
惧

が
あ
る
と
の
こ
と
。

　

上
水
道
事
業
会
計
予
算

　

次
に
、
ま
ぜ
の
お
か
に
建

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

戸
田　

眞
理
子

　

３
月
９
日
開
会
。

　

雨
天
で
は
あ
っ
た
が
、
ま

ず
巡
視
を
行
う
。
架
け
替
え

工
事
中
の
神
野
橋
。
橋
の
土

台
と
な
る
橋
脚
部
分
が
工
事

中
で
、
27
年
度
も
継
続
し
て

同
工
事
が
行
わ
れ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
９
日
早
朝
に
発

生
し
た
神
野
地
区
の
山
腹
崩

壊
現
場
。
隣
接
住
民
は
既
に

避
難
済
み
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
崩
壊
拡
大
の
危
険
性

が
見
て
と
れ
た
。

　

海
陽
町
議
会
で
は
、
総
務
産
業
建
設
・
文
教
厚
生
の
２
常
任
委
員
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
を
３
月
９
日
、
10
日
、
11
日
に
開
催

さ
れ
た
各
常
任
委
員
会
で
活
発
に
審
議
を
し
ま
し
た
。設

さ
れ
た
コ
テ
ー
ジ
を
巡

視
。
災
害
時
に
は
仮
設
住
宅

と
な
る
仮
設
・
復
興
型
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
３
月
定
例
会
議

案
の
所
管
説
明
を
受
け
た
。

　

条
例
関
係
７

件
の
う
ち
、
課

設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
課
の

名
称
変
更
等
で

企
画
課
を
ま

ち
・
み
ら
い
課

に
、
防
災
課
を

危
機
管
理
課

に
、
住
民
人
権

環
境
課
を
住
民

人
権
課
に
、
保

健
福
祉
課
を
福

祉
課
に
改
め
、

新
た
に
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

課
と
、
保
健
環
境
課
を
設
置

す
る
と
い
う
も
の
。

　

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
税
の
全
期
前
納

報
奨
金
の
廃
止
で
28
年
度
よ

り
施
行
。

　

消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

は
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

で
、
訓
練
と
夜
警
の
費
用
弁

償
を
５
０
０
円
ず
つ
増
額
。

　

３
月
11
日
再
開
。

　

ま
ず
、
平
成
27
年
度

一
般
会
計
予
算
総
額

64
億
３
０
０
０
万
円
に
つ
い

て
の
概
要
説
明
を
受
け
た
。

対
前
年
度
比
６
・
４
％
増
の

３
億
８
４
０
０
万
円
の
増
額

で
あ
る
が
、
国
保
会
計
や
海

南
病
院
へ
の
繰
出
金
な
ど
で

財
源
不
足
を
き
た
し
、
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
た
編

成
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
別
会
計
予
算
の
所
管
は

13
件
で
、
公
共
下
水
道
事
業

の
名
称
が
変
更
さ
れ
る

課

まぜのおか仮設住宅型コテージ巡視

委

員

長

報

告
は
、
給
水
件
数
を
昨
年
よ

り
50
件
減
の
４
１
５
０

件
と
し
、
事
業
収
益
を

１
億
３
７
４
０
万
円
、
事
業

費
用
は
１
億
２
８
０
０
万
円

と
定
め
る
も
の
。

　

委
員
か
ら
は
、
一
次
産
業

の
育
成
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の

運
営
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
へ
の
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。 平成 26 年度地域おこし協力隊活動報告
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委

員

長

報

告

ず
み
荘
を
３
年
間
、
宍
喰
保

育
所
を
１
年
間
、
社
協
と

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

三
浦　

茂
貴

　

３
月
10
日
開
会
。

　

条
例
関
係
は
保
健
福
祉
課

関
係
の
条
例
が
10
件
、
教
育

委
員
会
関
係
が
６
件
あ
り
、

保
健
福
祉
関
係
で
は
上
位
法

令
の
改
正
が
8
件
で
、
そ
の

他
国
保
税
の
改
正
と
介
護
保

険
料
の
改
正
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
関
係
で
は
上

位
法
令
の
改
正
が
３
つ
あ

り
、
い
ず
れ
も
新
教
育
長
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改

正
で
あ
る
が
、
現
教
育
長
の

任
期
内
は
現
行
の
ま
ま
で
あ

る
。
そ
の
他
は
第
３
子
以
降

の
保
育
料
免
除
な
ど
の
３

件
。

　

次
に
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
荘
と
わ
し

保
税
・
介
護
保
険
料
の
改
正

国

海部小学校入学式　平成 27 年４月９日

地元食材を使った給食の試食　平成 27 年１月 19 日　（海南小学校）

再
契
約
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

平
成
26
年
度
海
陽
町
一
般

会
計
補
正
予
算
の
所
管
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
民
生
費

４
２
６
３
万
円
の
減
額
。
衛

生
費
５
３
７
３
万
円
の
増

額
。
教
育
費
１
５
９
万
円
の

減
額
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
特

別
会
計
の
補
正
は
、
国
保
会

計
へ
の
５
２
８
５
万
円
の
繰

り
入
れ
と
海
南
病
院
事
業
会

計
へ
の
６
０
０
０
万
円
の
繰

り
入
れ
な
ど
で
あ
る
。

　

続
い
て
当
初
予
算
の
審

議
に
入
り
、
平
成
27
年
度

一
般
会
計
予
算
の
所
管

の
部
分
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
民
生
費
は

18
億
３
５
８
９
万
円
（
前

年
度
比
１
億
１
０
９
０
万

円
増
額
）、
衛
生
費
は

７
億
２
０
４
４
万
円
（
前
年

度
比
３
５
２
０
万
円
増
額
）、

教
育
費
は
５
億
３
９
２
５
万

円
（
前
年
度
比
２
２
３
２
万

円
増
額
）
で
全
体
的
に
増
額

予
算
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
特

別
会
計
の
主
な
も
の
は
国
保

会
計
へ
一
般
会
計
か
ら
の

２
億
円
の
繰
入
金
と
介
護
保

険
料
の
改
正
を
踏
ま
え
た
上

で
の
見
込
み
金
額
の
計
上
で

あ
っ
た
。

　

最
後
に
海
南
病
院
事
業
会

計
予
算
の
説
明
を
受
け
、「
非

常
に
厳
し
い
状
態
で
は
あ
る

が
、
今
後
は
業
務
の
予
定
量

を
実
際
の
数
値
に
見
合
っ
た

目
標
に
変
え
て
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

委
員
か
ら
「
一
般
の
人
か
ら

の
声
を
元
に
改
善
し
た
個
所

は
あ
る
の
か
」
と
の
質
問
が

あ
り
、「
時
間
外
診
療
の
対

応
は
以
前
よ
り
ず
い
ぶ
ん
改

善
さ
れ
て
い
る
」
と
の
答
え

が
あ
っ
た
。

　

概
要
は
、
以
上
で
、
委
員

全
員
異
議
な
く
了
承
し
た
。
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選
挙
権
年
齢
を「
20
歳
以
上
」か
ら「
18
歳
以

上
」に
引
き
下
げ
る
公
職
選
挙
法
改
正
案
が
今
国

会
で
成
立
す
る
見
通
し
で
、
２
０
１
６
年
夏
の
参

院
選
か
ら
適
用
さ
れ
、
有
権
者
は
約
２
４
０
万
人

増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

単
純
に
、
今
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
世

代
間
の
１
票
の
格
差
を
少
し
で
も
埋
め
る
と
い
う

意
味
で
は
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
付

随
す
る
公
職
選
挙
法
や
少
年
法
の
矛
盾
に
ど
こ

ま
で
踏
み
込
ん
で
い
く
の
か
、
も
う
少
し
議
論
す

る
べ
き
で
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
高
校
生
か
ら
選
挙
に
興
味
を
持

ち
、
学
習
し
、
若
い
世
代
の
意
見
や
感
性
が
政
治

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

当
委
員
会
で
は
研
修
や
勉
強
会
で
学
ん
だ
知

識
を
生
か
し
、
政
治
的
な
部
分
を
皆
様
に
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
な
広
報
を
目
指
し
て

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら

の
ご
意
見
ご
要
望
お
よ
せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
三
浦
）

議会広報編集特別委員会議会事務局
TEL 73ｰ4164（直通）

さつき会（書道クラブ）

　毎月第２、第４火曜日午後 2
時から、文化村いきいき館で活
動しています。文化村での展示
などを行っています。メンバー
は現在女性７名で、講師は大久
保　廣 先生です。ただいま会
員募集しています。若い会員の
方大歓迎です。連絡お待ちして
おります。

　自然が多いこと。人がらが良
いこと。展示会場が気楽に使え
ること。

海陽町のいいところは？

活動内容を教えてください。

　会員が女性ばかりで展示作業が大変なので手伝ってほしいです。

　毎回楽しみにしています。

議会だよりを読んでいますか？

和気あいあいと　楽しくやっています


